
第２2回  

東京産業安全衛生大会

Safe Work TOKYO 2026

第14次労働災害防止計画推進中

日時 場所 一ツ橋ホール
東京都千代田区一ツ橋２－６－２

令和８年７月６日（月）

トップが発信！ みんなで宣言

一人一人が「安全・安心」

主催: 東京労働局 各労働基準監督署（支署）
 公益社団法人東京労働基準協会連合会 各地区労働基準協会

 協賛: (一社)東京経営者協会 日本労働組合総連合会東京都連合会 建設業労働災害防止協会東京支部
 陸上貨物運送事業労働災害防止協会東京都支部会 港湾貨物運送事業労働災害防止協会東京支部
 林業・木材製造業労働災害防止協会東京都支部 (一社)日本ボイラ協会東京支部 (一社)日本クレーン協会東京支部
 (公社)ボイラ・クレーン安全協会東京事務所 （公社)建設荷役車両安全技術協会東京都支部
 東京都社会保険労務士会 （独)労働者健康安全機構東京産業保健総合支援センター

 後援: 東京都 特別区長会 東京都市長会 東京都町村会

13時30分～17時00分

プログラム



主催者挨拶

〈休  憩〉

①「 銀座線渋谷駅９年工事 無災害を支えた安全管理 」
東急・清水・鹿島建設工事共同企業体 銀座線渋谷駅明治通り工区土木工事

東急建設株式会社 土木事業本部     武内 啓太郎

１

第22回 東京産業安全衛生大会
Safe Work TOKYO 2026

プログラム

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13：40

来賓挨拶２ 西田 雄一郎 東京都産業労働局雇用就業部事業推進担当部長

竹越  徹    中央労働災害防止協会理事長

根本   勝則   一般社団法人東京経営者協会専務理事

斉藤   千秋   日本労働組合総連合会東京都連合会会長

増田   嗣郎   東京労働局長

三好   忠滿  公益社団法人東京労働基準協会連合会会長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14：00

３ 安全衛生表彰
――――――――――――――――――――――――――――― 14：30

――――――――――――――――――――――――――――― 14：45

②「 オリジナル体操と体力テストを活用した転倒災害防止の
 取り組み 」

 三菱ケミカル株式会社人事部健康支援グループ   産業医 岡本 春美

４

６ 大会宣言

閉会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17：00

上島  卓司   公益社団法人東京労働基準協会連合会専務理事

特別講演

事例発表

５

「 新しい安全の思想～協調安全～ 」
                    一般社団法人セーフティグローバル推進機構 名誉会長        

    明治大学 顧問 名誉教授  

公益財団法人鉄道総合技術研究所 会長 向殿 政男

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16：45

開会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13：30

――――――――――――――――――――――――――――― 15：35
〈休  憩〉

――――――――――――――――――――――――――――― 15：45



事例発表② 「 オリジナル体操と体力テストを活用した転倒災害防止の
 取り組み 」

  三菱ケミカル株式会社人事本部 人事部健康支援グループ      産業医 岡本 春美

三菱ケミカルグループでは、転倒災害防止において従来の作業環境の改善や手順見直し、各種教育に
加え、「人の運動機能低下」という内的要因に着目した対策を推進しています。具体的には、転倒しにくい
身体づくりを目的としたオリジナルの「三菱ケミカルグループ体操」と、転倒リスクを可視化する「安全安心
体力テスト」の両輪で取り組んでいます。体操はストレッチ・下肢筋力・関節の協調性を高める9項目・約4
分間の運動で、就業時間内に毎日実施しています。また、体力テストで可視化された弱点を体操で重点
的に強化できる連動した仕組みが特徴です。

2016年の先行導入以降、国内全拠点から海外拠点へと展開を拡大し、転倒経験者および転倒リスク高
群が減少する等効果が認められています。今回は、施策の効果を高めるための工夫や持続可能な運用
に向けた取り組みを含め、当社の活動をご紹介いたします。

特別講演 「新しい安全の思想～協調安全～」

  一般社団法人セーフティグローバル推進機構 名誉会長
     明治大学 顧問 名誉教授

     公益財団法人鉄道総合技術研究所 会長 向殿 政男

「安全は、みんなで創るもの」というテーマを掲げて、安全は、モノ（自然科学）、人間（人文科学）、組織・
環境（社会科学）の三者が情報を共有して、一緒になって作り上げていくもの、という安全の思想が協調
安全である。このあたり前の考え方が、労働安全衛生の分野では、これまではなかなか実現できていな
かったが、最近のデジタル情報通信技術（ICT）の発展により、三者がお互いに情報を共有して安全を実
現することが現実的になってきた。このための安全技術は、特にSafety 2.0と呼ばれ、多くの分野で実用
化が始まっている。特にロボットなどの機械・設備類と人間が一緒になって作業するようなオープンな環
境では、安全性と生産性を両立させるためにも必須の考え方になってきている。Safety 2.0の安全技術が、
安全の各分野で調和をもって、他の分野に学びながら整合性をもって発展していくためには、まず、その
背景にある協調安全の考え方を明確にしておくことが重要である。

本講演では、協調安全の考え方と共に、IEC（国際電気標準会議）で新しく発行された協調安全のガイド
ライン（IECガイド127）の内容、および、建設分野などを含めた各分野でのSafety 2.0の実例等を紹介する。

事例発表① 「 銀座線渋谷駅９年工事 無災害を支えた安全管理 」
  東急・清水・鹿島建設工事共同企業体 銀座線渋谷駅明治通り工区土木工事

      東急建設株式会社土木事業本部 武内 啓太郎

銀座線渋谷駅明治通り工区土木工事は、2014年2月から2023年5月までの9年3か月にわたる、長期か
つ大規模な工事でした。明治通り直上という厳しい作業環境の中、終電から初電までの夜間作業や3度
にわたる線路切替工事を行いながらも、無災害で竣工を達成することができました。
その背景には、4段階のリスクアセスメントを軸とした継続的な安全管理をはじめ、所長方針を現場に浸
透させ、危険の見える化や危険予防対策演習、KY活動を通じて、作業員一人ひとりの安全意識を高め続
けてきた取組があります。さらに、ヒヤリハット情報や他現場事故情報を確実に共有し、協力会社と一体と
なってPDCAサイクルを確立してきました。こうした安全活動の取組事例をご紹介させていただきます。

【プロフィール】向殿 政男（むかいどの まさお）
1970年明治大学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士。1970年明治大学
工学部電気工学科専任講師、電子通信工学科教授、理工学部情報科学科教授
を経て、2013年定年退職。専門は安全学（機械安全、労働安全、製品安全等）、
ファジィ理論、多値論理。国際ファジィシステム学会副会長、日本ファジィ学会会
長、日本信頼性学会会長等を歴任、現在は、日本景観学会会長。経済産業大臣
表彰、厚生労働大臣表彰、国土交通大臣表彰、内閣総理大臣表彰、瑞宝中綬章
等を受賞。



鹿島建設株式会社 東京土木支店

江東ポンプ所江東系ポンプ棟建設その３工事

大成建設株式会社 東京支店
 （仮称）六本木七丁目計画作業所

十河 英史

公益社団法人東京労働基準協会連合会 元会長（代表理事）

令和８年度 厚生労働大臣表彰受賞者名簿

五十鈴中央株式会社 青梅サービスセンター
住友重機械工業株式会社 田無製造所

株式会社竹中工務店 東京本店 関電工湯島ビル跡地再開発事業（Ⅰ期）

新菱・三建・三晃建設共同企業体
東京国際展示場（５）会議棟及び西展示棟改修空調設備工事   

大成建設株式会社 東京支店 （仮称）東五反田二丁目計画新築工事

株式会社竹中工務店 東京本店
（仮称）GLP唐木田データセンター建設プロジェクト新築工事

東急建設株式会社 首都圏建築支店
新宿区東五軒町トーハン旧本社跡地計画（住宅棟）新築工事

（公益社団法人建設荷役車両安全技術協会 東京都支部 副支部長）

（建設業労働災害防止協会 東京支部 表彰委員 ほか災害防止団体役員）

（建設業労働災害防止協会東京支部 元代議員・豊島板橋練馬分会元分会長）

（一般社団法人東京ガラス外装クリーニング協会 専務理事）

（首都圏建設産業ユニオン 相談役・元中央執行委員長）

 浅 井 尚 樹  （建設業労働災害防止協会 東京支部 業務委員・安全指導者）

 下 平 久 喜  （建設業労働災害防止協会 東京支部 安全指導者）

 上 路 秀 勝  （一般社団法人東京都産業資源循環協会 安全衛生推進委員会委員）

 高 木 和 也  （一般社団法人東京都警備業協会 交通警備業務部会委員・業務適正化委員会委員） 

 平 井 茂 夫  （一般社団法人日本ボイラ協会 東京支部 技能講習等講師）

 山 田 智 子  （独立行政法人労働者健康安全機構 東京産業保健総合支援センター 産業保健相談員)

    和 田 直 太  （建設業労働災害防止協会 東京支部 安全指導者）

令和８年度 東京労働局長表彰受賞者名簿

事業場関係

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

個 人 賞

事業場関係

個 人 賞

大 黒 徳 貴

清 田 太 三

小 松 原 芳 彦

佐 藤 正 和

菅 原 良 和

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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